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左
記
の
よ
う
に
第
一
○
○
回
総
会
を
担
当
し
た
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
か
ら
抄
録
の
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
演
者
か
ら
の
お
申
出
で
に
よ
る
も
の
で
、
一
部
は
誤
植
も
あ
り
ま
す
が
、
一
部
は
演
者
の
追
加
訂
正
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
正
誤
に
つ
い
て
は
担
当
者
が
総
会
会
場
に
お
い
て
採
録
し
た
も
の
で
す
の
で
、
も
し
遺
漏
が
あ
り
ま
し
た
ら
総
会
担
当
者
ま
で
お
申
出
で
く
だ

さ
い
○

正
誤

一
四
五
頁
七
行
演
者
申
佐
饗
中
佐
墨

一
五
九
頁
九
行
〃
神
農
遺
業
〃
〃
神
農
遺
業
″

一
六
四
頁
演
題
清
医
胡
兆
新
清
医
胡
桃
新

本
文
の
「
胡
桃
新
」
も
す
べ
て
「
胡
兆
新
」
と
訂
正
す
る
。

一
八
七
頁
上
一
三
行
注
解
傷
寒
論
か
ら
は
病
態
論
と
し
注
解
傷
寒
論
か
ら
は
三
陰
三
陽
篇

て
三
陰
三
陽
篇

二
○
二
頁
上
八
行
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
明
治
二
十
七
年
二
八
八
九
）

″
下
六
行
松
下
包
次
郎
松
下
抱
次
郎

″
下
二
行
に
著
書
の
追
加

⑤
弓
冨
卑
里
の
目
ｇ
ａ
の
旨
三
房
ご
弓
昌
旦
ぐ
胃
の
冒
昌
○
自
民
麗
己
可
の
ｏ
胃

二
○
八
頁
下
八
行
一
三
世
紀
ま
で
の
も
の
が
一
四
一
三
世
紀
ま
で
の
も
の
が
一
三

″
下
九
行
一
六
世
紀
ま
で
が
一
○
一
六
世
紀
ま
で
が
二

二
○
九
頁
上
一
七
行
一
区
か
ら
一
二
区
へ
四
区
か
ら
一
二
区
へ

一
二
六
頁
上
二
行
号
吋
国
］
①
帰
号
の
胃
曽
詩
ｇ
号
【
昌
侶
の
号
の
可
①
己
８
国

第
一
○
○
回
日
本
医
史
学
会
総
会
抄
録
号
（
Ⅱ
本
医
史
学
雑
誌
第
四
五
巻
第
二
号
）
の
訂
正
に
つ
い
て

編
集
委
員
会
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″
下
一
九
行

二
二
三
頁
下
四
行

二
四
六
頁
下
九
行

二
五
○
頁
副
題

″
上
九
行

二
五
一
頁
下
七
行

二
七
一
頁
下
八
行

二
八
四
頁
演
題

二
八
六
頁
下
一
九
行

三
○
八
頁
演
者
名

英
文
演
題
一
頁

二
五
五
頁
下
一
行

二
五
七
頁
下
一
二
行

二
六
一
頁
上
六
行

二
六
九
頁
下
二
行

ﾉノ

下
一
三
行

「
医
学
に
つ
い
て
の
質
問
」

明
治
二
十
三
年

脳
血
管
疾
患
（
脳
出
〈
溢
〉
血
）
が

一
三
例
、

脳
血
管
疾
患
（
脳
出
〈
溢
〉
血
）
が

一
八
例
、

大
阪
女
子
高
等
医
専

国
公
立
一
三
、

私
立
医
專
の
認
可
は
昭
和
一
八
年
の
一

校
（
順
天
堂
医
専
）
の
み
で
あ
っ
た
。

念
仏
僧

「
庶
物
類
纂
」

達
原
飲

か
れ
は
ま
た
、
一
九
四
三
年
か
ら

す
く
な
く
と
も
一
九
五
五
年
ま
で

は湯
ヶ
島
小
学
校

江
戸
時
代
の
整
骨
療
法

李
朝
の
定
宗
元
年

申
佐
曼

巨
Ｃ
ｓ
ミ
ミ
忽
曽
胃
）
○
口
ご
吊
冨
○
ぐ
①
日
田
昇
固
の
日
（
旨
異
国
員
旨
○
｛
号
①
三
○
ぐ
四
国
の
三

■
■

●
●

湯
河
原
小
学
校

江
戸
時
代
の
整
骨
方
法

李
朝
の
定
朝
の
定
宗
元
年

中
佐
饗

念
仏
仏

「
鹿
物
類
纂
」

原
達
飲

か
れ
は
ま
た
、
す
く
な
く
と
も
一
九
四
二
’
四
四
年
と

大
阪
女
史
高
等
医
専

国
立
一
三
、

私
立
医
專
の
認
可
は
絶
え
た
。

脳
血
管
疾
患
（
脳
出
〈
溢
〉
血
）
が
三
三
例
で
最
も
多
く
、

「
ガ
レ
ノ
ス
の
小
治
療
学
入
門
』

明
治
二
十
二
年

脳
血
管
疾
患
（
脳
出
〈
溢
〉
血
）
が
二
三
例
で
最
も
多
く
、


